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～事務の効率化・厳正化を図り、お客様に安心・安全を提供します～ 

対話型の「新営業店システム」を導入！ 
 
京都銀行（頭取 髙﨑 秀夫）では、伝票自動作成等の新たな機能を備えた「新営業店シス
テム」を導入し、本日４月２２日（月）帷子ノ辻支店において試行を開始しましたので、   

お知らせいたします。 
本システムは、平成２２年１０月から検討を開始し、平成２３年４月からスタートいたし

ました第４次中期経営計画（平成２３年４月～同２６年３月）の基本戦略の一つとして位置

づけ開発したものです。お取引における「ご本人の確認」は、従来の「印鑑」に代えて、こ

れまで推進してまいりました ICキャッシュカードと指静脈認証により行います。 
また窓口でのお取引を「ナビゲーション機能」と「お客さま用ディスプレイ」を連携して手

続きする形式を、全国で初めて全ての窓口に導入いたします。これにより、「窓口におけるわ

かりやすく丁寧な対応」、「窓口でのお手続きの負担軽減」、「事務の効率化・厳正化」を実現

します。 
 

記 
 
１． 新営業店システムの特長 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
伝票記入レス、

印鑑レス、 
ナビゲーション

機能による負担

軽減 

［口座開設、お振込み、定期のお預入れ等手続き］ 
お客様の負担軽減 
①行員が必要な情報をお客さまから聞き取り入力 
②お客さまが「お客さま用ディスプレイ」にて取引内容を確認 
③伝票・申込書などを自動作成 
④指静脈認証を使って本人確認。伝票や申込書への「印鑑の押印」

不要 (お振込み、定期預入等)  
事務の効率化・厳正化 
 行員は、「行員用ディスプレイ」によるナビゲーションに沿って手続き 

税金・公共料金

納付等のイメー

ジ処理 
 

［税金・公共料金の払込］ 
お客様の負担軽減、事務の効率化・厳正化 
①税金・公共料金納付書をスキャナ(画像情報読取装置)で読取り 
②納付先や金額、手数料などをシステムで自動判別 
③お客さまが「お客さま用ディスプレイ」にて取引内容を確認 
 

「お客様情報」の

自動表示 

お客様へのわかりやすく丁寧な対応、事務の効率化 
「お客さまの取引情報」が、業務を進めながら自動的に「行員用ディ
スプレイ」に表示 
事務の厳正化 
新営業店システムへの行員のログインを、指静脈認証により行い、セキ
ュリティーを強化 
事務の効率化・厳正化 
①役席者の事前承認が必要な取引について、「伝票画像」が担当

者から送信 
②役席者は役席用端末画面にて内容を確認し「指静脈認証」で  

承認 
 

 
役席承認機能 

 

「指静脈認証」で

ログイン 
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２．導入端末台数 
 
     約１，１７０台 
 
３．スケジュール 
 
（１）新営業店システムの試行 

平成２５年４月２２日(月) 帷子ノ辻支店 
平成２５年５月下旬    七条支店 

 
（２） 全店移行完了予定 

平成２５年中の全店設置完了を予定しております。 
 
 
＜新営業店システム端末＞ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以  上 

認証ボックス 

新型スタンドスキャナ 

お客さま用ディスプレイ 

行員用ディスプレイ 

行員用指静脈認証装置 


